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　 佐野一彦（ 1903 〜

1997） は、1945 年 4

月に神戸から加茂郡伊

深 村（ 現 在 の 美 濃 加

茂 市伊 深 町） に 疎 開

し、1997 年 に 94 歳

で亡くなるまで伊深で

暮らし、広い分野で著

述活動をした。資料は

ほとんどそのまま自宅に残されており、そのうち約

7,000 枚の写真資料は、既に美濃加茂市に寄贈さ

れてリスト化されている。その一部は、美濃加茂

市民ミュージアム「ていねいな暮らしのあったこ

ろ」 展（2009 年 12 月）で紹介している。

　写真以外の資料群は次のとおりである。

　（1）日記

　（2）著作原稿

　（3）書簡類

　（4）音声テープ、スライド写真

　これらの資料の調査は 2012（平成 24 ）年 6 月

から、美濃加茂市伊深町の佐野宅において、次女

綾目氏の全面的協力のもと始まった。このうち、（1）

の日記については、疎開後の 73 冊の「伊深日記」

（ 伊深村に疎開する以前、及び伊深日記後を含め

ると合計 310 冊が現存）を目録化し、一部は、美

濃加茂市民ミュージアム『佐野一彦の「伊深日記」』

展（2013 年 12 月）で紹介した。（2）と（3）につ

いては、日記の仮整理後、順次取りかかり、今回（2）

の著作原稿 481 点について目録化が終了したので

報告するものである。なお、（2）（3）（4）について

は、2014 年（平成 26 年）10 月 22 日付で当館に

寄贈された。

　著作原稿の内容は、大きく分けて①思想史、古

典文学など大学講義録を中心とした学術に関するも

の②「伊深の民俗と歴史」や「伊深小学校百年史」

編纂など地域に関するもの③佐野家や個人に関す

るもの④各雑誌・新聞の寄稿を含めた随想・詩歌

である。佐野の研究領域は極めて多岐にわたって

いるが、今回整理を行った資料からその全貌の一

部が窺い知れる。

　2012 年度から断続的に調査を進めてきたが、今

年度、詳細な整理作業をおこなった。

　作業は、渡辺祐子（当館学芸員）と可児光生（当

館館長）が中心になって進め、池戸桃子、入江隆亮、

岡田彩花（いずれも当館学芸係臨時職員、岐阜大

学教育学部在籍）が入力作業などに関わった。

（わたなべゆうこ　美濃加茂市民ミュージアム学芸係）

（かに　みつお　美濃加茂市民ミュージアム　館長）

佐野一彦資料目録 (著作原稿の部 )

渡 辺 祐 子

可 児 光 生
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【凡　例】

⒈　資料の並びは、分類（【分類表・分類番号】参照）順とし、次に作成年月日順とした。作成年月日の記載の
ないものは、同じ文書で巻数が付してあるものの場合は巻数順で並べたり、内容の同じまとまりで並べた
りして、それ以外は、その後に並べた。ただし中には、作成年月日があっても、巻数順。名称や内容のま
とまりで並べたものもある。たとえば分類のうち、分類 210（2. 原稿著作 [ 地域 ]　1. 伊深、0. 総記）は、
作成年月日ではなく、巻数順や名称・内容のまとまりを優先してに並べた。分類 130（1. 著作原稿 [ 学術・
教養 ]　3. 文学・古典）及び分類 430（4. 著作原稿 [ その他 ] 私的なものも含む　3. 和歌・詩歌）に、各々
巻数が多いため、巻数順や名称・内容のまとまりで並べ、かつその中で作成年月日順に並べた。

⒉　「文書名」は、表紙に記されたものを採用している。
⒊　「内題」は、見開きに書かれている文書名である。表紙と重複する名称が多いが、そのまま書き出した。
⒋　「区分」は、「手稿」と「印刷」に分けた。「手稿」は、いわゆる手書き原稿の意で、「印刷」は、手刷り、

刊行物を問わず多数刷り写したものの意である。手稿の場合、草稿か成稿かは未確認である。ただ原稿
によっては明記されているものもある。

⒌　「形態」は「冊」「綴」「部」「袋」等で区分した。そのうち「綴」とは、糸でかがって和綴じにしたものと、
原稿を折り合わせたところまでで、紙で覆ってある状態のものと、おおまかに二通りある。

⒍　「作成年（和暦及び西暦）」は、手稿の場合、記載があるものは日付とともに書き出し、印刷した雑誌、新
聞の場合は、発行年月日、または文末にある年月日（おそらく作成日）を記載した。製本時の年月日のみ
記載のものは、製本年「以前」と表記するか「頃」等と表記した。和綴じの原稿は、作成と製本の時期に
ひらきがあることが多々ある。

⒎　「大きさ」は、資料の大きさを縦×横（単位：㎝）で表記した。
⒏　「注記」欄の「　」は、資料本文からの引用・抜粋である。特に意図的に抜き出したものでなく、序やあと

がきに記載されている部分をメモ程度に記した。
⒐　「備考」欄は、資料の補足説明などを示した。
⒑　　「受入番号」は、受入時に付した整理番号である。
⒒　歴史的仮名遣いや旧字体は、記述のままを原則とするが、一部現代仮名遣い、新字体に書き直したものも

ある。

【分類表・分類番号】　
　※　著作原稿には、手控え、メモ、抄録、他書籍からの写し等も
　　　含まれる。

１．著作原稿 [ 学術・教養 ] 大学講義・講座 等
　　　１．思想・文化　　→　分類　１１０
　　　２．歴史・民俗　　→　分類　１２０
　　　３．文学・古典　　→　分類　１３０
　　　９．全般・その他　→　分類　１９０

２．著作原稿 [ 地域 ]
　　　１．伊深
　　　　　０．総記　→　分類　２１０
　　　　　１．歴史・民俗　→　分類　２１１
　　　　　２．小学校等　→　分類　２１２
　　　　　９．その他　　→　分類　２１９
　　　２．美濃加茂市
　　　　　１．美濃加茂市史　 全体　→　分類　２２１
　　　　　２．美濃加茂市史　 民俗　→　分類　２２２

　　　　　３．美濃加茂市史　 歴史　→　分類　２２３
　　　　　９．市史以外　→　分類　２２９
　　　３．岐阜県・その他
　　　　　１．全般　→　分類　２３１
３．著作原稿 [ 家族 ]
　　　１．自伝　→　分類　３１０
　　　２．親族　→　分類　３２０

４．著作原稿 [ その他 ] 私的なものを含む
　　　１．随想　→　分類　４１０
　　　２．小説　→　分類　４２０
　　　３．和歌・詩歌　→　分類　４３０
　　　９．その他　→　分類　４９０

８．他の資料　　→　分類　８００
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文　書　名 内　題　等 作成年(和暦） 注　　　　　　　　　記 備　考 分類
番号

受入
番号

西暦 大きさ（㎝）
縦×横

区
分

番
号

員
数

頁
数

形
態

19—　 　—



20—　 　—



21—　 　—



22—　 　—



23—　 　—



24—　 　—



25—　 　—



26—　 　—



27—　 　—



28—　 　—



29—　 　—



30—　 　—



31—　 　—



32—　 　—



—　 　—1

渡
辺
和
郎
の
地
方
文
芸
活
動
に
つ
い
て

桜

田

幸

世

は
じ
め
に

　

平
成
二
七
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
「「
地
方
」
文
化
の
つ
く
り
人—

詩
人
・
長
尾
和

男
と
若
葉
文
芸—

」
展
（
〜
三
月
二
二
日
・
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
で
は
詩

人
長
尾
和
男
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
当
時
の
古
井
町
の
文
芸
運
動
に
つ
い
て
展
示
が

行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
『
若
葉
文
芸
』
は
当
初
は
無
名
の
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
創
刊
さ

れ
、
長
尾
和
男
の
登
場
に
よ
っ
て
『
詩
稿
』『SATYA

』 

へ
と
活
動
を
移
し
て
い
っ
た

こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
（
注
１
）
。
当
時
の
人
物
に
つ
い
て
「
関
係
人
物
略
歴
」
と
し
て

部
分
的
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
２
）

が
、
戦
前
戦
後
を
通
し
て
数
々
の
文
芸
誌

発
行
に
関
わ
り
、
多
く
の
影
響
を
与
え
た
古
井
町
森
山
在
住
の
新
聞
記
者
・
渡
辺
和
郎

に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
最
近
の
調
査
を

踏
ま
え
、
若
く
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
渡
辺
の
交
流
関
係
を
中
心
に
文
芸
・
文
化
活
動

の
足
跡
を
も
う
少
し
詳
し
く
追
っ
て
み
た
い
。

岐
阜
中
学
と
加
茂
農
林
時
代

　

渡
辺
は
大
正
九
年
（
一
九
一
八
）、
古
井
町
に
生
ま
れ
た
。
古
井
小
学
校
を
卒
業
後

岐
阜
中
学
校
に
進
学
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
わ
ら
ぢ
』
と
い
う
同
人

誌
を
二
年
の
時
（
昭
和
八
年
頃
）
に
発
行
し
た
。
岐
阜
の
家
田
謄
写
版
社
で
印
刷
さ
れ

た
『
わ
ら
ぢ
』
は
五
号
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
一
〇
年
頃
、『
聖
』
を
加
茂
農

林
学
校
、
岐
阜
中
学
校
の
生
徒
で
発
行
す
る
。
そ
の
こ
ろ
渡
辺
は
岐
阜
中
学
の
英
語
教

師
で
詩
人
の
殿
岡
辰
雄
（
注
３
）

と
親
し
く
行
き
来
す
る
間
柄
に
な
っ
て
い
た
。
殿
岡
か

ら
加
茂
農
林
学
校
に
長
尾
和
男
と
い
う
詩
人
が
い
る
と
聞
き
、
渡
辺
は
長
尾
の
存
在
を

知
る
こ
と
に
な
る
。
渡
辺
は
休
日
に
古
井
小
の
同
級
生
大
畑
（
前
田
）
威
（
注
４
）

と
岐

阜
へ
出
か
け
、
よ
く
本
屋
や
食
事
に
行
き
、
学
生
生
活
や
文
芸
活
動
に
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
渡
辺
と
大
畑
は
昭
和
一
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
岐
阜
中
学
校
と
加
茂
農
林

学
校
を
卒
業
し
た
（
注
５
）
。

『
栖
』
の
発
行
と
名
古
屋
時
代

　

卒
業
後
、
渡
辺
は
二
年
ほ
ど
田
舎
の
電
燈
会
社
の
事
務
員
と
し
て
働
き
、
そ
の
後
名

古
屋
の
兄
の
弁
当
屋
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。
昭
和
一
四
年
、
渡
辺
が
編
集
し
て
発
行

し
た
『
栖
』
第
一
年
第
三
輯
（
注
６
）

に
よ
る
と
当
時
の
渡
辺
の
住
所
は
名
古
屋
八
尾
傳

で
あ
っ
た
。
弁
当
屋
の
手
伝
い
の
一
年
間
を
渡
辺
は
「
一
生
涯
の
う
ち
の
最
下
級
の
生

活
体
験
」
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
（
注
７
）

が
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
時
で
も
あ
っ
た
よ

う
だ
。
そ
の
『
栖
』（
昭
和
一
四
年
）
に
掲
載
し
た
詩
「
明
る
い
朝
」（
注
８
）

で
、
渡
辺

は
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
新
し
い
一
日
の
始
ま
り
を
詠
っ
て
い
る
。
整
っ
た
構
成
と
光
が

差
し
込
む
よ
う
に
静
か
に
語
り
か
け
る
独
特
の
表
現
は
こ
の
頃
す
で
に
完
成
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
ま
た
、
渡
辺
は
「
僕
た
ち
は
中
堅
で
も
、
も
と
よ
り
大

家
で
も
な
く
、新
進
で
あ
り
新
鋭
で
あ
る
。そ
う
云
は
れ
る
こ
と
が
、何
も
恥
で
は
な
い
。

僕
達
は
日
本
の
若
者
で
あ
る
。
僕
達
自
身
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
古
屋
文
化
を

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
ひ
い
て
は
隅
々
の
人
々
を
も
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
。」（
前
掲
『
栖
』
編
集
後
記
）
と
述
べ
て
い
る
。
中
央
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
文
化
」

だ
け
に
満
足
せ
ず
、
地
方
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
文
化
へ
の
期
待
を
抱
き
は
じ
め
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
佐
織
（
現
愛
知
県
愛
西
市
）
出
身
の
詩
人
で
中
央
詩
壇
で
も
活
躍
し
て
い

た
梶
原
正
之
（
注
９
）

が
発
行
し
て
い
た
昭
和
一
三
年
の
『
季
刊　

詩
文
学
研
究
』
第
二

輯
（
昭
和
一
三
年
）
に
渡
辺
は
詩
作
品
「
法
城
」
を
投
稿
し
、
長
谷
雄
京
二
（
注
10
）

ら

と
と
も
に
「
詩
文
学
研
究
会
」
の
会
友
と
な
り
梶
浦
宅
で
開
催
さ
れ
た
詩
文
学
研
究
会

に
何
度
も
参
加
し
て
い
る
（
注
11
）
。
そ
の
ほ
か
梶
浦
正
之
序
文
・
長
尾
和
男
跋
文
に
よ
る

『
洗
車
雨
』
と
い
う
渡
辺
の
詩
集
発
行
の
広
告
が
出
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
詩
集
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が
実
際
に
発
行
さ
れ
た
の
か
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
当
時
中
央
で
も
活
躍
し
て

い
た
梶
浦
が
、
会
友
に
な
っ
て
間
も
な
い
渡
辺
の
詩
集
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
彼
を
高
く
評
価
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
季
刊　

詩
文
学
研
究
』
第
四
輯
（
昭
和
一
四
年
）
の
消
息
欄
に
よ
る
と
、
八
月
に

渡
辺
は
梶
浦
ら
と
と
も
に
中
京
詩
人
会
主
催
の
詩
話
会
へ
参
加
し
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
、
同
欄
に
は
『
栖
』
創
刊
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
年
発
行
の
渡
辺
が
編

集
し
た
『
栖
』
第
一
年
第
三
輯
の
奥
付
に
は
、
発
行
者
が
「
中
京
詩
人
会
事
務
局
」（
住

所
は
同
人
の
長
谷
雄
京
二
）
と
な
っ
て
お
り
、『
栖
』
も
『
詩
文
学
研
究
』
と
同
様
、「
中

京
詩
人
会
」
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
季
刊　

詩
文
学
研
究
』
第
三
輯
（
昭
和
一
四
年
）
に
は
「
移
民
地
に
て
」「
旅
順
詩

帖
」
の
二
作
品
が
あ
る
（
注
12
）
。『
栖
』
第
一
輯
第
三
号
（
昭
和
一
四
年
）
の
渡
辺
の
編

集
後
記
に
は
「
満
州
で
買
っ
た
高
梁
ペ
ン
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
、『
思
想
と
文
学
』

第
六
巻
第
一
号
（
昭
和
一
五
年
）
掲
載
の
創
作
「
北
上
列
車
」
で
は
満
州
を
題
材
に
し

て
い
る
（
注
13
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和
一
三
、一
四
年
こ
ろ
に
満
州
へ
渡
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
作
品
中
に
あ
る
よ
う
に
視
察
の
団
員
と
し
て
訪
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

東
洋
大
学
か
ら
中
日
新
聞
の
頃

　

昭
和
一
六
年
、
渡
辺
は
上
京
し
東
洋
大
学
に
入
学
し
た
。
東
京
で
は
中
村
地
平
の
近

く
に
住
ん
で
交
流
を
持
ち
、
一
緒
に
旅
行
に
出
か
け
る
な
ど
親
し
く
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
注
14
）
。
ま
た
勝
承
夫
と
の
交
流
や
新
し
く
文
学
青
年
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
も
加
わ
っ

て
い
た
こ
と
を
殿
岡
辰
雄
に
伝
え
て
い
る
。
東
京
で
の
渡
辺
の
生
活
は
東
洋
大
学
に
在

籍
し
た
一
年
半
く
ら
い
で
あ
り
、
大
学
中
退
後
は
再
び
名
古
屋
の
兄
の
も
と
に
身
を
寄

せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
注
15
）
。

　

こ
の
頃
、
渡
辺
は
評
論
活
動
も
行
っ
て
い
た
。『
思
想
と
文
学
』
第
六
巻
第
二
号
（
昭

和
一
五
年
）に
は
評
論「
国
民
文
学
論
議
と
新
人
に
つ
い
て（
文
藝
時
評
）」が
掲
載
さ
れ
、

そ
こ
で
は
中
村
地
平
や
太
宰
治
の
こ
と
も
取
り
上
げ
な
が
ら
豊
富
な
読
書
量
を
生
か
し

て
論
じ
て
い
る
。
昭
和
一
六
年
に
は
『
蝋
人
形
』
に
「
名
古
屋
詩
壇
の
近
状
」
を
発
表

し
て
い
る
（
注
16
）
。
こ
こ
か
ら
当
時
名
古
屋
に
は
集
団
的
な
運
動
が
な
く
梶
浦
正
之
の
活

動
や
、
自
ら
が
編
集
し
て
い
た
『
栖
』
も
芽
吹
か
ず
無
風
状
態
で
あ
り
（
注
17
）
、
目
立
っ

た
動
き
も
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

昭
和
一
六
年
頃
、
殿
岡
辰
雄
、
近
藤
幸
雄
ら
と
『
詩
風
俗
』
を
発
行
（
注
18
）

し
、
こ

こ
で
渡
辺
は
詩
を
発
表
し
て
い
た
。
渡
辺
は
東
京
在
住
の
こ
ろ
も
帰
省
の
た
び
に
殿
岡

を
訪
れ
て
い
た
。
殿
岡
辰
雄
の
詩
集
『
黒
い
帽
子
』
は
詩
風
俗
社
か
ら
昭
和
一
六
年
七

月
に
発
行
さ
れ
て
お
り
、
著
者
小
歴
に
「
冊
子
『
詩
風
俗
』
ヲ
発
行
ス
」
と
掲
載
し
て

い
る
。『
詩
風
俗
』
は
当
局
か
ら
の
要
請
で
三
号
も
出
さ
な
い
う
ち
に
廃
刊
と
な
っ
た
。

こ
の
頃
殿
岡
は
渡
辺
と
共
に
上
京
。
品
川
の
岩
佐
東
一
郎
、
新
潮
社
の
楢
崎
勤
、
共
沢

町
の
中
村
地
平
、
杉
並
の
中
川
一
政
を
訪
ね
た
。
中
川
氏
と
は
会
え
な
か
っ
た
が
楽
し

い
旅
行
だ
っ
た
と
殿
岡
は
語
っ
て
い
る
（
注
19
）
。

　

昭
和
一
七
年
頃
、
渡
辺
は 

中
部
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
た
よ
う
で
あ
る
。
殿
岡
辰

雄
や
吉
田
暁
一
郎
の
記
述
（
注
20
）

な
ど
か
ら
社
会
部
に
属
し
活
躍
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
（
注
21
）
が
、
入
社
の
経
緯
な
ど
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　

戦
時
色
が
濃
く
な
る
昭
和
一
八
、一
九
年
に
つ
い
て
は
作
品
等
著
述
が
見
つ
か
ら
な

い
の
で
渡
辺
の
足
取
り
は
わ
か
ら
な
い
。
昭
和
一
八
年
秋
に
渡
辺
は 

美
津
子
夫
人
と

結
婚
。
二
〇
年
の
六
月
に
は
長
男
賢
治
が
誕
生
し
て
い
る
。「
日
曜
文
学
・
私
の
二
十

代
」（
注
22
）
に
よ
る
と
、「
戦
争
中
に
応
召
を
受
け
た
が
五
日
で
解
除
の
命
令
を
受
け
た
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
自
分
は
「
奇
形
児
」
で
あ
っ
て
「
二
十
代
の
人
間
が
自
分

の
姿
を
ど
う
ふ
り
返
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
戦

争
の
あ
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
つ
つ
「
私
の
二
十
代
の
虚
無
感
が
、
ど
こ
か
に
あ
っ
た
も

の
だ
と
い
ふ
事
を
、
し
き
り
に
思
い
出
さ
せ
て
ゐ
る
。」
と
言
い
、
そ
れ
は
「
私
た
ち

よ
り
一
〇
年
く
ら
ゐ
前
の
世
代
の
間
で
は
自
信
の
な
さ
が
と
い
ふ
こ
と
が
、
そ
の
頃
の

青
年
を
批
評
す
る
言
葉
と
し
て
言
は
れ
た
。
つ
ま
り
無
気
力
な
の
で
あ
り
、
信
念
が
な

い
の
だ
。」
と
い
う
、
そ
の
人
た
ち
の
持
っ
て
い
た
も
の
と
同
じ
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
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「
何
か
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
何
か
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
そ
し
て

自
分
の
周
囲
を
振
り
返
る
と
「
何
も
の
か
光
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い
る
。」「
私
は

い
ま
、
明
る
い
も
の
、
美
し
い
も
の
、
清
ら
か
な
も
の
、
虚
し
い
も
の
に
対
し
て
、
は

げ
し
い
意
欲
を
も
っ
て
ゐ
る
」
と
自
分
の
決
意
と
未
来
へ
の
期
待
を
述
べ
て
い
る
。
殿

岡
に
よ
る
と
こ
の
頃
の
渡
辺
は
、
本
腰
を
入
れ
て
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
注
23
）
。

『
蓑
座
』
と
『
若
葉
文
芸
』

　
『
蓑
座
』
創
刊
号
（
注
24
）
に
よ
る
と
、
渡
辺
は
昭
和
二
〇
年
こ
ろ
妻
の
実
家
で
病
気
療

養
中
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渡
辺
は
岐
阜
県
文
化
聯
盟
の
旗
揚
げ
に
尽
力
し
、

前
述
の
『
蓑
座
』
を
創
刊
し
て
い
る
（
注
25
）
。
同
時
に
森
山
で
は
蓑
座
よ
り
や
や
遅
れ
て

昭
和
二
一
年
一
月
、
渡
辺
が
顧
問
格
と
し
て
参
加
し
て
い
た
『
若
葉
文
芸
』
が
創
刊
さ

れ
て
い
る
（
注
26
）
。「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｙ
Ａ
」
の
堀
滋
美
（
注
27
）
に
よ
る
と
彼
が
訪
れ
た
『
若
葉
文
芸
』

の
事
務
所
が
あ
っ
た
森
山
の
長
谷
川
史
郎
（
注
28
）
宅
、
昭
月
に
は
『
若
葉
文
芸
』『
蓑
座
』

両
方
の
看
板
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
両
者
に
渡
辺
が
関
係
し
て
い
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
そ
の
年
三
月
に
長
尾
和
男
が
台
湾
よ
り
帰
還
し
、
五
月
に
は
若
葉
文
芸
の
支

部
会
に
渡
辺
と
と
も
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
八
月
に
は
長
尾
が
編
集
長
と

な
り
「
中
濃
芸
能
聯
盟
」
と
し
て
多
治
見
か
ら
『
芸
文
座
』
を
発
行
（
注
29
）

し
、
そ
こ

に
渡
辺
は
「
七
月
の
盗
人
」
と
い
う
創
作
作
品
を
寄
せ
て
い
る
。
更
に
『
詩
稿
』
が
創

刊
さ
れ
る
。

　

病
の
身
の
上
な
が
ら
渡
辺
は
行
く
先
々
で
文
芸
雑
誌
の
発
行
に
関
わ
っ
て
い
る
。
と

も
に
『
蓑
座
』
を
刊
行
し
た
殿
岡
は
、
渡
辺
の
死
後
「
彼
の
存
る
と
こ
ろ
必
ず
文
学
の

花
が
咲
き
」
と
言
っ
て
い
る
（
注
30
）
。

渡
辺
と
岡
本
一
平

　

さ
て
、
こ
の
頃
加
茂
郡
白
川
町
（
当
時
西
白
川
村
）
に
疎
開
し
て
き
て
い
た
岡
本
一

平
を
、
昭
和
二
〇
年
三
月
頃
に
渡
辺
は
新
聞
記
者
と
し
て
取
材
に
訪
れ
て
い
る
（
注
31
）
。

昭
和
二
一
年
六
月
ご
ろ
に
中
部
日
本
新
聞
か
ら
濃
飛
新
聞
に
転
出
し
文
化
欄
を
担
当
し

て
い
た
が
、
一
平
と
知
り
合
っ
た
の
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
注
32
）
。
そ
の
頃

一
平
は 

「
第
三
の
外
遊
」
と
称
し 

疎
開
先
で
あ
る
加
茂
地
域
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で

い
た
（
注
33
）
。
一
平
が
提
唱
し
た
漫
俳
に
つ
い
て
、
渡
辺
は
一
平
へ
の
礼
状
と
い
う
形
で

「
き
さ
ら
ぎ
や
水
晶
佛
の
加
護
に
生
く
」
と
作
品
を
残
し
て
い
る
（『
濃
飛
新
聞
』（
昭

和
二
一
年
一
二
月
日
不
明
）。
ま
た
、
吉
田
珍
斗
は
渡
辺
の
一
句
「
天
才
の
漫
俳
見
え

ず
春
遠
し
」（「
漫
俳
回
想
」『
漫
俳
の
ふ
る
さ
と
』（
昭
和
六
二
年
、白
川
町
文
化
協
会
）

を
紹
介
し
て
い
る
。
確
認
で
き
る
作
品
は
こ
の
二
点
の
み
で
あ
る
。

　

昭
和
二
一
年
一
二
月
に
渡
辺
の
病
状
が
悪
化
し
た
折
に
は
一
平
は
、
牛
乳
を
携
え
て

わ
ざ
わ
ざ
見
舞
い
に
訪
れ
、
そ
の
時
の
思
い
を
一
平
は
漫
俳
日
記
で
「
こ
の
人
を
失
う

よ
う
だ
っ
た
ら
、
こ
の
県
は
差
当
り
小
説
家
と
の
縁
が
薄
く
は
な
り
は
し
ま
い
か
。」

と
心
配
し
て
い
る
（
注
34
）
。
当
時
の
渡
辺
の
小
説
作
品
に
は
『
若
葉
文
芸
』
四
月
号
に
掲

載
の
「
花
の
間
」（
注
35
）
、『
蓑
座
』
創
刊
号
掲
載
の
「
茗
荷
の
子
」（
注
36
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
つ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
自
然
な
構
成
、
静
か
に
語
り
か
け
て
く
る
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
文
体
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

ま
た
一
平
は
、
渡
辺
が
新
聞
に
掲
載
し
た
記
事
の
中
で
一
平
に
つ
い
て
「
逞
し
い
生

活
力
」
と
書
い
た
こ
と
が
「
わ
た
し
と
し
て
は
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
文
辞
で
あ
っ
た
」

そ
し
て
、
そ
の
「「
生
活
力
」
な
る
も
の
を
…
芸
術
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。」（
注
37
）

と
述
べ
て
お
り
、
渡
辺
の
言
葉
に
よ
っ
て
一
平
が
ず
っ
と
言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
も
の

が
は
っ
き
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
一
平
と
渡
辺
は
頻
繁
に
会
い
（
注
38
）
、
互
い
に
尊
敬
し

あ
う
関
係
に
あ
っ
た 

。『
若
葉
文
芸
』
別
冊
に
収
め
ら
れ
た
長
谷
川
史
郎
宛
て
の
岡
本

一
平
の
手
紙
に
は
、「
渡
辺
和
郎
君
な
ど
と
も
談
合
い
た
し
…
」
と
わ
ざ
わ
ざ
渡
辺
の

名
が
書
か
れ
、
価
値
の
あ
る
こ
の
地
の
重
要
人
物
と
と
ら
え
て
い
た
（
注
39
）
。

　

渡
辺
は
、突
然
見
舞
い
に
訪
れ
た
一
平
の
こ
と
を
「
愛
の
深
さ
に
打
た
れ
、涙
を
持
っ

て
感
謝
し
た
。」（「
濃
飛
新
聞
」
昭
和
二
一
年
一
二
月
（
日
不
明
））
と
述
べ
、
一
平
に
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対
す
る
深
い
尊
敬
の
念
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
単
に
名
士
の
訪
問
を
喜
ん
だ
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
平
の
「「
第
三
の
外
遊
」
の
機
会
を
得
て
可
能
に
な
っ
た

地
方
文
化
の
革
新
活
動
」（
注
40
）
と
い
う
考
え
に
渡
辺
た
ち
は
「
な
に
も
の
か
光
の
よ
う

な
も
の
」
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
岡
本
一
平
は
新
し
い
地
方
文
化
の
創
造
を
見
る
こ
と
な
く
昭
和

二
三
年
一
〇
月
一
一
日
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
頃
渡
辺
は
体
調
が
思
わ
し
く
な

く
、
創
作
活
動
も
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
中
、
戦
後
の

文
化
活
動
の
あ
っ
け
な
い
衰
退
ぶ
り
を
嘆
き
つ
つ
、
一
平
が
情
熱
を
も
っ
て
臨
ん
だ
地

方
文
化
の
創
造
を
呼
び
か
け
る
。『
濃
飛
新
聞
』（
昭
和
二
四
年
七
月
二
六
日
付
け
）
の

文
化
欄
「
地
方
文
化
の
問
題
」
で
は
渡
辺
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
濃
飛
地
方

を
日
本
一
の
地
方
文
化
圏
と
し
た
い
。
こ
れ
が
一
平
師
の
情
熱
で
も
あ
っ
た
。
私
た
ち

は
こ
う
し
た
意
図
を
理
想
と
し
て
う
け
つ
い
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
い
っ

た
い
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
や
は
り
そ
れ
が
空
念
仏
に
終
ろ
う
と
文
化
文
化
と
騒
ぐ
こ

と
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
読
書
で
あ
る
。
読
書
階
級
の
数
が
増
し
て
こ
な
け
れ
ば
文
化
の

レ
ベ
ル
は
決
し
て
向
上
し
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
」

　

渡
辺
は
昭
和
二
五
年
に
『
作
家
』
同
人
と
し
て
二
つ
の
短
編
小
説
を
投
稿
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
「
春
窮
」
は
静
か
な
語
り
と
整
然
と
し
た
構
成
の
作
品
で
あ
る
。
殿
岡
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
旧
作
を
夫
人
が
代
筆
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
昭
和
二
五
年
に
は
中
日

新
聞
竹
鼻
通
信
部
に
在
籍
。
そ
の
社
屋
で
渡
辺
和
郎
は
昭
和
二
六
年
二
月
一
日
、
享
年

三
三
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
長
尾
和
男
は
『
詩
稿
』
復
刊
九
号
の
告
知
で
渡
辺
和

郎
の
死
を
知
ら
せ
「
彼
の
人
物
の
出
来
は
実
に
見
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
の
気
迫
に

は
い
つ
も
う
た
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　

今
年
一
月
の
初
め
に
森
山
の
花
竪
の
墓
地
へ
行
っ
て
み
た
。
大
畑
威
の
墓
碑
は
す
ぐ

に
見
つ
か
っ
た
が
、
渡
辺
和
郎
、
長
谷
川
史
郎
の
墓
碑
は
な
い
。
若
く
し
て
病
没
し
た

彼
ら
は
、
親
族
に
つ
い
て
も
情
報
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｙ
Ａ
同
人
ら
の
回
顧

談
と
美
濃
加
茂
市
中
央
図
書
館
の
長
尾
文
庫
の
詩
誌
な
ど
に
残
る
わ
ず
か
な
資
料
に

よ
っ
て
し
か
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
昭
和
の
は
じ
め
か
ら
古
井
・
森
山

に
住
み
地
方
文
化
を
模
索
し
続
け
て
い
た
彼
ら
の
足
取
り
の
調
査
を
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
。

（
さ
く
ら
だ
ゆ
き
よ　
　
　

美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
係
）

【
注
記
】

（
注
１
）　

和
歌
由
花
ほ
か
『「
地
方
」
文
化
の
つ
く
り
び
と
|
詩
人
・
長
尾
和
男
と
若
葉
文
藝
展
図
録
』
美
濃

加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
五
年
。（
以
下
『
図
録
』
と
い
う
。）

（
注
２
）　

桜
田
幸
世
『
図
録
』「
関
係
人
物
略
歴
」
三
四
頁

（
注
３
）
前
掲
『
図
録
』、
和
歌
「「
地
方
」
文
化
の
つ
く
り
び
と
」
一
〇
頁
〔
注
28
〕
参
照
。
岐
阜
市
を
拠
点

と
し
て
活
躍
し
た
詩
人
（
一
九
〇
四
〜
一
九
七
七
年
）。
関
西
学
院
の
英
文
科
在
学
中
に
『
詩
聖
』
に

詩
の
投
稿
を
始
め
る
。
大
正
一
四
年
に
岐
阜
中
学
校
（
現
岐
阜
高
等
学
校
）
の
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
。

昭
和
一
六
年
、渡
辺
和
郎
と
詩
誌
『
詩
風
俗
』
を
出
版
。
戦
後
は
渡
辺
和
郎
と
『
蓑
座
』
を
発
刊
し
た
。

殿
岡
は
「
同
人
渡
辺
和
郎
君
の
追
憶
」『
作
家
』
三
五
号
（
昭
和
二
六
年
）
で
、
渡
辺
に
つ
い
て
詳
し

く
述
べ
て
い
る
。

（
注
４
）　

前
掲
桜
田
「
関
係
人
物
略
歴
」
三
四
頁

（
注
５
）
渡
辺
、
大
畑
、
殿
岡
の
こ
の
頃
の
動
向
、
交
流
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
和
歌
「「
地
方
」
文
化
の
つ
く

り
び
と
」
一
〇
〜
一
四
頁
を
参
照
。

（
注
６
）
編
集
・
渡
辺
和
郎
、
発
行
・
栖
発
行
所
。「
中
京
詩
人
会
」
事
務
局
・
長
谷
雄
京
二
。

（
注
７
） 

渡
辺
和
郎
「
昔
の
人
々
」『
地
方
文
化
』
昭
和
二
一
年
七
月
号

（
注
８
）「
生
水
に
白
い
塩
を
入
れ
て
障
子
窓
を
み
て
ゐ
る
と
／
し
ゃ
が
ん
で
い
た
日
の
色
が
甍
の
上
へ
伸
び
て

／
美
し
い
一
日
の
芽
吹
き
が
霧
の
晴
れ
た
圓
屋
根
（
ド
ー
ム
）
に
耀
ひ
は
じ
め
た
。」

（
注
９
）明
治
三
六
年,

愛
知
県
佐
織
村
勝
幡
生
ま
れ
。
川
路
柳
虹
の「
現
代
詩
歌
」に
よ
っ
て
詩
作
に
精
進
す
る
。

の
ち
詩
文
学
研
究
会
を
主
宰
し
、機
関
誌
『
詩
文
学
研
究
』
を
発
行
し
て
い
た
。
詩
集
に
『
鳶
色
の
月
』

『
三
種
の
神
器
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
四
一
年
没
。（『
二
〇
一
一
年
度
特
別
展
図
録
・
叡
智
と
情
熱
の

詩
人
梶
浦
正
之
』
八
開
郷
土
資
料
室
、
二
〇
一
一
年　

及
び
、
久
野
治
『
続
々
・
中
部
日
本
の
詩
人
た

ち
』
中
日
出
版
社
、
二
〇
一
一
年　

な
ど
を
参
照
）

（
注
10
）
長
谷
雄
京
二
は
松
阪
市
出
身
（
実
家
は
寺
院
）。
大
正
大
学
。
名
古
屋
新
聞
整
理
部
。
中
京
詩
人
会
事

務
局
。
佐
藤
一
英
に
師
事
。「
詩
文
学
研
究
会
」
会
友
、「
聯
」
同
人
。
渡
辺
ら
と
『
栖
』
を
発
行
。
昭
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和
一
九
年
東
京
へ
転
勤
、応
召
を
受
け
出
征
。
戦
病
死
。
昭
和
一
八
年「
聯
詩
集　

家
」（
聯
詩
社
）。（
久

野
治
『
続
・
中
部
日
本
の
詩
人
た
ち
』
中
日
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）

（
注
11
） 「
詩
文
学
研
究
会
」
の
会
合
以
外
で
も
梶
浦
宅
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
『
詩
文
学
研
究
』
第
三
輯
と
第

四
輯
の
消
息
欄
か
ら
わ
か
る
。
大
畑
威
の
写
真
資
料
に
も
梶
原
宅
で
庭
の
楠
を
背
景
に
撮
っ
た
写
真
が

残
っ
て
い
る
。
同
時
期
に
訪
問
し
た
人
物
と
し
て
は
、
名
古
屋
の
八
木
國
夫
、
長
谷
雄
京
二
、
奈
良
進
、

渡
辺
の
同
級
生
の
近
藤
幸
雄
、大
畑
威
ら
、昭
和
一
四
年
発
行
の
『
栖
』
同
人
の
氏
名
が
複
数
あ
る
。「
詩

文
学
研
究
会
」
の
機
関
誌
『
詩
文
学
研
究
』
は
昭
和
一
二
年
か
ら
昭
和
一
八
年
ま
で
発
行
さ
れ
、
会
員

数
二
百
名
余
り
と
い
う
詩
誌
で
あ
っ
た
（
愛
西
市
八
開
郷
土
資
料
室
収
蔵
）

（
注
12
） 「
移
民
地
に
て
」
で
は
故
郷
を
思
う
開
拓
民
の
想
い
を
胸
に
「
土
の
匂
ひ
の
す
る
稗
飯
」
を
食
べ
「
薄

い
溜
り
の
汁
に
ラ
ン
プ
の
灯
が
映
り
、
何
も
い
ふ
ま
い
と
心
に
言
ひ
き
か
せ
て
噛
み
く
だ
き
つ
つ

す
ゝ
っ
た
。」
と
書
い
て
い
る
。
渡
辺
と
彼
ら
の
視
線
の
先
に
は
故
郷
日
本
の
空
が
あ
る
。

「
移
民
地
に
て
」（
全
文
）

訓
練
所
の
土
壁
に
凭
れ
て
い
る
と
、

星
が
松
花
港
の
岬
で
鋭
く
青
味
を
帯
び
て
ま
た
た
い
て
い
た
。

晝
間
見
た
大
き
な
犬
が
北
辰
に
む
か
っ
て
吠
え
、

泥
の
街
の
断
ち
截
た
れ
た
と
こ
ろ
で
幽
か
に
灯
り
が
點
つ
た
。

あ
れ
は
日
本
の
空
だ
。

赤
痢
で
殪
れ
た
拓
士
た
ち
も
彌
榮
病
院
の
窓
か
ら
ぢ
っ
と
み
つ
め
て
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
。

土
の
匂
ひ
の
す
る
稗
飯
を
喰
っ
た
。

薄
い
溜
り
の
汁
に
ラ
ン
プ
の
灯
が
映
り
、

何
も
い
ふ
ま
い
と
心
に
言
ひ
き
か
せ
て
噛
み
く
だ
き
つ
つ
す
ゝ
っ
た
。

高
梁
で
あ
ま
れ
た
ア
ン
ペ
ラ
の
上
か
ら
ペ
チ
カ
に
向
か
っ
て
ゐ
る
と
、

二
重
窓
の
外
で
は
北
彊
の
夜
が
ひ
し
ひ
し
と
冷
え
て
ゐ
る
。

明
日
の
準
備
に
ご
ろ
ご
ろ
と
濁
っ
た
水
を
沸
す
。

す
る
と
清
ら
か
な
民
族
に
流
れ
て
ゐ
る
ち
の
よ
う
に
、

新
し
い
響
き
が
部
屋
中
を
ふ
る
は
せ
た
。

 

（
注
13
） 

ソ
連
方
面
の
軍
隊
慰
問
と
移
民
地
と
を
視
察
に
行
く
団
員
と
し
て
満
州
に
行
っ
た
主
人
公
の
目
を
通

し
て
現
地
の
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
編
集
後
記
に
は
「
新
し
き
土
、
我
ら
の
満
州
「
北
上
列

車
」
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
文
學
と
し
て
本
誌
に
一
層
の
光
を
ま
す
。」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
情

勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
事
実
を
書
き
綴
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
14
） 

前
掲 

殿
岡
「
同
人
渡
辺
渡
辺
君
の
追
憶
」
に
よ
る
。
殿
岡
に
よ
る
と
渡
辺
か
ら
大
学
へ
入
学
し
た
と

連
絡
が
あ
り
、
中
村
地
平
と
の
交
流
の
事
、
新
し
く
で
き
た
文
学
青
年
グ
ル
ー
プ
の
話
を
聞
い
た
と
い

う
。
渡
辺
は
『
地
方
文
化
』
一
一
号
（
昭
和
二
二
年
八
月
）
の
「
新
宿
の
易
者
」
の
中
で
自
分
の
東
京

で
の
学
生
生
活
や
中
村
地
平
と
の
交
流
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
そ
の
記
述
か
ら
、『
詩
文
学
研
究
』

か
ら
名
前
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
昭
和
一
五
年
以
降
東
洋
大
学
に
進
学
し
た
と
思
わ
れ
る
。
中
村
地
平

は
こ
の
頃
台
湾
旅
行
よ
り
帰
国
、
そ
の
後
昭
和
一
六
年
の
一
二
月
に
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
マ
レ
ー
に

派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
交
流
か
と
思
わ
れ
る
。「
新
宿
の
易
者
」
の
中
で
後
に
中
村
地
平
氏
の
骨
折

り
で
小
説
が
売
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
昭
和
二
九
年
の
濃
飛
新
聞
で
「
時
に
は
九
州
に
ま
で
出

か
け
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
中
村
氏
が
宮
崎
に
帰
郷
し
た
後
も
そ
の
交
流
は
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
注
15
）
前
掲
渡
辺
「
新
宿
の
易
者
」
及
び
前
掲
殿
岡
「
同
人
渡
辺
和
郎
君
の
追
憶
」
に
よ
る
。

（
注
16
）『
蝋
人
形
』
昭
和
一
六
年
一
月
号
、
西
条
八
十
発
行
。（
愛
西
市
八
開
郷
土
資
料
室
収
蔵
）

（
注
17
） 

前
掲
久
野
『
続
・
中
部
日
本
の
詩
人
た
ち
』
に
よ
る
と
、『
栖
』
同
人
名
古
屋
新
聞
の
長
谷
雄
京
二

は
戦
死
し
、
平
光
善
久
「
歴
史
的
に
見
た
岐
阜
詩
壇
の
展
望
」『
中
部
日
本
詩
集
一
九
五
二
年
版
』

一
九
五
二
年
に
よ
る
と
近
藤
幸
雄
も
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
注
18 
）
前
掲
和
歌
「「
地
方
」
文
化
の
つ
く
り
び
と
」
一
〇
頁
〔
注
28
〕
参
照
。
前
掲
殿
岡
「
同
人
渡
辺
和
郎

君
の
追
憶
」
に
よ
る
。『
詩
風
俗
』
は
昭
和
一
六
年
頃
殿
岡
辰
雄
を
中
心
に
渡
辺
和
郎
、
近
藤
幸
雄
ら

と
発
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲 

平
光
「
歴
史
的
に
見
た
岐
阜
詩
壇
の
展
望
」
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

（
注
19
） 

前
掲
殿
岡
「
同
人
渡
辺
和
郎
君
の
追
憶
」

（
注
20
）
前
掲
久
野
『
続
・
中
部
日
本
の
詩
人
た
ち
』

（
注
21
） 

前
掲
久
野
『
続
・
中
部
日
本
の
詩
人
た
ち
』
に
よ
る
と
、
当
時
名
古
屋
新
聞
に
は
長
谷
雄
京
二
、
坂

野
草
史
ら
が
お
り
犬
山
の
吉
田
暁
一
郎
も
彼
ら
を
通
じ
て
渡
辺
に
出
会
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
殿
岡
は

吉
田
暁
一
郎
の
こ
と
を
渡
辺
の
文
学
に
お
け
る
一
番
の
友
人
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
言
っ
て
い

る
。

（
注
22
） 『
蓑
座
』
昭
和
二
一
年
二
月
号

（
注
23
） 

前
掲
殿
岡
「
同
人
渡
辺
和
郎
君
の
追
憶
」

（
注
24
） 

昭
和
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
発
行

（
注
25
） 

前
掲
殿
岡
「
同
人
渡
辺
和
郎
君
の
追
憶
」。『
図
録
』
一
三
頁
及
び
〔
注
４
〕

（
注
26
） 

前
掲
和
歌
「「
地
方
」
文
化
の
つ
く
り
び
と
」
一
四
頁
及
び
同
ペ
ー
ジ
〔
注
５
〕。
な
お
、
紙
の
入
手

だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
当
時
、『
若
葉
文
芸
』
の
印
刷
用
紙
は
か
な
り
良
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（
注
27
）
前
掲
桜
田
「
関
係
人
物
略
歴
」
三
五
頁
、
堀
滋
美
「
長
尾
和
男
と
の
出
会
い
の
頃
」『SATYA

』
六
九

号
、
一
九
八
七
年

（
注
28
）
前
掲
桜
田
「
関
係
人
物
略
歴
」
三
五
頁

（
注
29
）『
芸
文
座
』
は
現
存
品
な
し
。『
図
録
』
一
七
頁
〔
注
29
〕。
久
野
治
氏
に
よ
れ
ば
、
服
部
印
刷
所
は
現

在
も
多
治
見
市
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
30
） 

前
掲
殿
岡
「
同
人
渡
辺
和
郎
君
の
追
憶
」
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（
注
31
）　

岡
本
一
平
に
関
し
て
は
二
〇
一
三
年
三
月
に
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
企
画
展
「
岡
本
一
平

展—

世
態
人
情
を
描
く—

」
を
開
催
し
て
い
る
。
図
録
『
岡
本
一
平
展—

世
態
人
情
を
描
く—

』
美
濃

加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、二
〇
一
三
年　

参
照
。「
漫
俳
日
記
」（『
漫
俳
の
ふ
る
さ
と
』
昭
和
六
二
年
、

白
川
町
文
化
協
会
）
の
二
一
年
一
二
月
某
日
に
よ
る
と
、
一
平
が
渡
辺
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
渡
辺
が

新
聞
記
者
と
し
て
疎
開
先
に
訪
ね
て
き
た
の
が
始
ま
り
と
言
っ
て
お
り
、昭
和
二
一
年
の
『
若
葉
文
芸
』

六
月
号
の
表
紙
絵
は
岡
本
一
平
の
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
〇
年
三
月
以
降
二
一
年
の
五
月
頃
の

間
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
32
）「
本
號
執
筆
者
紹
介
」『
地
方
文
化
』
昭
和
二
一
年
七
月
号
に
よ
る
と
「
中
部
日
本
新
聞
よ
り
最
近
濃

飛
新
聞
に
転
出
、
新
進
作
家
と
し
て
活
躍
め
ざ
ま
し
」
と
あ
る
。

（
注
33
） 

前
掲
図
録『
岡
本
一
平
展—
世
態
人
情
を
描
く—

』中
、可
児
光
生「「
第
三
の
外
遊
」と「
第
三
の
青
春
」

岐
阜
の
一
平
」
一
六
頁
〔
注
12
〕

（
注
34
） 

前
掲
「
漫
俳
日
記
」
一
二
月
某
日
、
一
〇
九
頁

（
注
35
）『
若
葉
文
芸
』（
昭
和
二
一
年
四
月
号
）
所
収
。
物
語
が
完
結
し
て
お
ら
ず
、 

連
載
を
予
定
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

（
注
36
）『
蓑
座
』
創
刊
号
（
昭
和
二
〇
年
一
一
月
）
所
収
。
若
い
女
性
の
淡
い
恋
心
を
描
い
た
物
語
。
主
人
公

の
勤
務
先
が
電
燈
会
社
で
あ
っ
た
り
、
思
い
を
寄
せ
る
相
手
が
長
尾
和
男
と
殿
岡
辰
雄
を
足
し
た
よ
う

な
人
物
で
あ
る
。

（
注
37
） 

前
掲
「
漫
俳
日
記
」
一
二
月
某
日
、
一
一
〇
頁

（
注
38
）
前
掲
和
歌
「「
地
方
」
文
化
の
つ
く
り
び
と
」
一
六
頁
〔
注
23
〕
参
照
。
若
葉
文
芸
社
が
昭
月
に
一
平

を
迎
え
歓
談
し
た
の
は
ま
だ
一
平
が
白
川
に
い
る
こ
ろ
で
、「
濃
飛
新
聞
」（
昭
和
二
一
年
一
二
月
〔
日

不
明
〕）「
水
晶
の
観
音
像
」
で
「
あ
る
日
先
生
の
書
斎
に
入
る
と
」
と
渡
辺
が
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
何
度
も
一
平
を
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
注
39
）『
若
葉
文
芸
』
別
冊
一
に
収
め
ら
れ
た
長
谷
川
史
郎
宛
て
の
岡
本
一
平
の
手
紙
は
次
の
と
お
り
。
前
掲

可
児
「「
第
三
の
外
遊
」
と
「
第
三
の
青
春
」
岐
阜
の
一
平
」
一
五
頁
参
照

　
「
地
方
の
文
化
及
び
文
藝
に
就
い
て
は
、
こ
れ
は
な
か
な
か
興
味
あ
る
大
き
な
問
題
に
て
、
地
方
は

従
来
の
如
く
、
都
会
の
そ
れ
に
、
追
従
憧
憬
す
べ
き
か
、
は
た
こ
の
時
代
を
機
と
し
て
独
自
の
特
色
を

創
造
す
べ
き
か
、
問
題
の
要
点
は
こ
こ
に
係
り
申
し
候
。
地
方
在
住
の
文
芸
愛
好
家
は
誰
し
も
後
者
を

望
ま
る
べ
し
。
し
か
ら
ば
そ
の
具
体
実
践
や
如
何
に
。
要
は
、
世
界
の
文
芸
の
水
準
を
、
都
会
文
壇
を

通
じ
て
の
二
重
屈
折
で
な
く
、
直
接
に
取
り
入
れ
、
い
は
ゆ
る
地
方
な
る
も
の
の
、
価
値
と
認
識
を
新

た
に
す
べ
く
、
こ
れ
は
非
常
な
る
勉
強
を
要
し
候
。
こ
の
価
値
を
新
た
に
認
識
せ
し
、
地
力
な
る
も
の

を
芸
術
に
よ
っ
て
表
現
せ
ん
に
、
自
惚
れ
や
独
り
よ
が
り
で
な
き
、
確
た
る
自
信
を
持
つ
べ
く
候
。
こ

れ
に
は
十
分
な
る
客
観
的
批
判
を
要
し
候
。」「
日
本
の
田
園
な
る
も
の
の
、
土
を
数
珠
玉
の
如
く
大
事

に
し
、
細
工
品
の
如
く
細
か
く
手
の
行
き
届
い
た
田
畑
は
世
界
の
美
術
品
に
御
座
候
こ
の
見
方
か
ら
す

れ
ば
富
士
の
如
く
は
舊
套
に
し
て
日
本
人
独
り
よ
が
り
の
美
の
範
疇
な
り
。」「
右
の
ご
と
き
、認
識
と
、

自
信
を
持
ち
来
る
と
き
、
も
は
や
、
地
方
は
、
都
会
対
地
方
の
如
き
狭
き
意
味
の
も
の
に
非
ず
。
地
方

は
、
日
本
の
文
化
代
表
の
特
色
の
一
つ
と
も
相
成
る
べ
く
、
こ
れ
に
文
芸
的
表
現
を
加
ば
地
方
文
藝
は
、

日
本
文
学
の
重
心
と
相
成
る
べ
し
。」「
他
の
も
の
も
そ
う
な
れ
ど
、
殊
に
芸
術
で
は
、
そ
の
中
の
少
数

で
も
良
け
れ
ど
、
超
秀
作
家
の
超
秀
作
品
を
是
非
必
要
と
致
し
候
。」「
小
生
も
微
力
な
が
ら
、
渡
辺
和

郎
君
な
ど
と
も
談
合
い
た
し
、
自
分
の
勉
強
方
々
、
応
分
の
御
手
伝
ひ
致
す
つ
も
り
に
御
座
候
。」

（
注
40
） 

前
掲
可
児
「「
第
三
の
外
遊
」
と
「
第
三
の
青
春
」
岐
阜
の
一
平
」
一
六
頁

＊
本
稿
に
関
す
る
調
査
は
和
歌
由
花
（
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
）
と
協
力
し
て
行
い
、
原
稿
作

成
に
関
し
て
は
可
児
光
生
（
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）
が
補
佐
し
た
。
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